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と呼ぶ)を平成 20 年度から始めています。現在この制度では、スーパーコンピュータ NEC 










































図 1: eduroam に関する説明 
 
(2) SSH 接続用ソフトウェア 
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図 2：PuTTY に関する説明 
 


































3. 並列アルゴリズム設計 (1) 






10. キャッシュメモリ (1) 
11. キャッシュメモリ (2) 
12. 並列計算システム 
13. マルチプロセッサ用メモリシステム (1) 
14. マルチプロセッサ用メモリシステム (2) 
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並列アルゴリズムを実装するための手段・道具として、第 5 回と第 6 回では MPI 
(Message Passing Interface) と OpenMP の基本概念をそれぞれ学びます。一回の講義
時間は 90 分であり、かなり時間が限られていますので、細かいことを説明する時間的
余裕はありません。また、受講生ごとにプログラミングの知識や経験には大きな差があ
ります。そこで本講義では、MPI における SPMD (Single Program, Multiple Data)モデ





















[1] eduroam JP, https://www.eduroam.jp/. 
[2] PuTTY, https://www.chiark.greenend.org.uk/~sgtatham/putty/. 
[3] WinSCP, https://winscp.net/. 
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